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松

本

治

彦

一

　
は
現
在

ア
メ
リ
カ
の
人
類
學
H
政
治
學
界
に
於
け
る
新
人
で
あ
る
。

彼
は

一
九
二
四
年
に

、
　

　
な
る
著
作
を
翼
表

し
た
。

此
の
學
位
論
文

に
績
き
,

一
九
二
八
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
に
於
て
出
版
さ
れ
た
　

に
　

を

最
初
の
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
執
筆
し
、

更
に
　

に
關
す
る
論
文
を
　

　
に
寄
稿
し
た
。

此
の
間
引
績

き
ア
メ
リ
カ
は
勿
論
、

ウ
イ
ー
ン
・
パ
リ
ー

・
ロ
ー

マ
.
へ
ー
グ
等
各
國
の
科
學
雑
誌

に
論
策
を
嚢

し
た
・

か
く
て

一
九
三

年

・三

↓

}

大
鍛

授
　

監
修
の
　

,

e
s

の
第
一
巻
と
し

て
世
に
問
ふ
た
の
が
此
の
　

な
る
大
冊
で
あ
る
。

彼
は
今
ペ
ン
シ
ル
バ

マ
ッ
ク

の
レ
オ
ド

「
政
治

の
起
源
及
び
歴
史
』

(
第
三
霧
第

一
號
)

(
二
四
九
)

一

W
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マ
ッ
ク
.
レ
オ
ド
「
政
治
の
起
源
及
び
歴
史
」

(第
三
巻
第
一
號
)

(
二
五
〇
)

ニ

ニ
ヤ
大
學
の
助
教
授
で
あ
る
。

本
書
は
ア
ン
グ

ロ
"
ア
メ
リ
カ
第

一
室
義

に
と
ら
は
れ
て
他
國
の
事
情
に
暗
く
且
理
論
の
重
要
性
に
野
し
て
無
知
で
あ
る
ア
メ
リ

ヵ
の
大
學
生
の
た
め
に
著

さ
れ
た

「
政
治
的
喪
展
の
展
望
的
教
科
書
」
で
あ
り
、
最
も
進
歩
し
た
現
代
人
類
學
の
見
地
か
ら
政
治
的

諸
閏
題
の
新
評
価

を
試
み
つ
、
世
界
的
覗
野
に
立
ち
T
e
g
g
a
r
tの
方
法
に
よ
る
比
較
政
治
吏
構
成

へ
の

一
努
力
で
あ
り
、

特
に
段

階
論

・
経
済
的
決
定
論
の
批
判
に
理
論
的
な
重
瓢
を
置
い
て
ゐ
る
。
序
論
的
著
述
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
に
は
政
治
學
の
諸
教
授

(
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
の
H
.
 
E
m
e
r
s
o
n
'

、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ヤ
大
學

の
J
.
J
.
Y
o
u
n
g

)
、
人

類
學
の
諸
教
授

(
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
大
學
の
R
.
 
H
.
 
L
o
w
i
e
,
 
A
.
 
L
.
 
K
r
o
e
b
e
r
,
 
E
.
 
C
.
 
G
i
f
f
o
r
d
)

等

々
が
関
係

を
有
し
て
ゐ
る
。

而
し
て
著
者
は
、
就
曾
學
の
開
拓
者
に
し
て
恩
師
な
る
H
a
r
r
y
 
E
l
m
e
r
 
B
a
r
n
e
s

に
本
書
を
捧
げ
る
。

本
書
の
構
成
を
見
る
に
、
全
巻
五
百
頁

を
第

一
部
政
治
の
起
源
及
び
政
治
過
程
の
性
質

(
二
八
一
頁
)
第
二
部
特
に
ヨ
ー

ロ
ツ
パ
及

び
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
嚢
達

二

八
三
頁
)
と
に
分
ち
、
更
に
二
十
八
箇
の
章
に
分
説
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
事
項
別
に
ま
と
め
れ
ば
次

の
如
し
。

一
、
國
家
の
性
質

(第

一章
)

二
、
國
家
発
展

の
諸
理
論

(第
二
。
四
.
九
.
十
章
)

三
、
近
代
傳
播
論
者
の
人
類
學
,こ
國
家
理
論

(第
五
章
)

四
、
ク
ワ
キ
ウ
ツ
ル
封
建
制
度
と
諸
泌
密
精
就

(第
八
章
)

五
、
老
人
政
治

・
無
政
府

・
聖
王
制

・
公
共
魔
術
師
及



ぴ
國
家
の
起
源

(第
二
・
六
章
)

六
、
日
本
封
建
制
度

(第
十
一
.
十
二
.
十
三
.
十
六
.
十
七
章
)

七
、
支
那
及
び
朝
鮮

(第
七
。

十
四
・
十
五
章
)

八
、
ペ
ル
ー
の
イ

ン
カ
人

(第
十
四
章
)

九
、
イ

ロ
ク
オ
イ
ス
人

(第
十
八
章
)

十
、
古
代
地
中
海
岸

(第
十
.

九
・
二
十
・
二
十

一
・
二
十
三
章
)

十

一
、
ヴ
エ
ニ
ス
及
び
他
の
中
世
諸
都
市

(第
二
十
二
章
)

十
二
、
ヨ
ー

ロ
ツ
バ
封
建
制
度
及
び

議
會
の
興
起

(第
二
十
四
・
二
十
五
・
二
十
七
章
)

十
三
、
合
衆
國

(第
十
六
.
二
十
六
章
)

十
四
、

コ
ン
、≧
ユ
ニ
ス
ト
と
プ
ア
ツ
シ

ス
ト

(第
二
十
八
章
)

更
に
附
録
と
し
て

「
秘
密
投
票

・
抽
籔
法

・
官
職
の
交
替
及
び
そ
れ
等
に
關
聯
し

九
る
政
治
技
術
の
ス
メ
リ
ヤ
に
於
け
る
起
源
、

及
び
ア
メ
リ
カ

・
イ
ン
デ

ア
ン
の
清
極
投
票
」
に
就
い
て
の
諸
論
文
を
添
附
し
、
此
の
外
に
十
二
頁
に
亘
る
詳
細
な
る
引
用
参
考
書

目
、
十
箇
の
地
圖
及
び
索
引
を
も
載
録
し
て
ゐ
る
。

二

(
一
)
國
家
町
性
質

國
家
は

一
つ
の
協
同
的
に
組
織
さ
れ
た
る
全
体
社
會
で
あ
る
。
全
羅
社
會

は
多
か
れ
少
な
か
れ
共
同
利
益

を
有
し
同

一
地
域
に
占

嫁
す
る
入
民
の
全
集
團
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
、
全
盟
社
會
は

「
地
方
的
集
團
」
-、」同
義
で
あ
る
。
し
か
し
國
家
に
於
て
は
人

民
の
集
團
が
限
ら
れ
て
居
り
地
域
の
境
界
が
劃
然
と
定
ま
つ
て
ゐ
る
。
更
に
國
家
は
政
府
を
有
し
、
國
家
の
地
域
的
限
界
が
政
府
権

マ
ツ
ク

・
レ
オ
ド

『
政
治
の
起
源
及
び
歴
史
』

(第
三
巻
第

一
號
)

(
二
五

一
)

三



マ
ッ
ク
ひ
レ
オ
ド
『政
治
の
起
源
及
び
歴
史
』

(第
三
巻
第
一
號
)

(二
五
二
)

四

能
の
限
界
を
な
し
て
ゐ
る
。
此
の
限
界
を
越

え
る
時
は
同

一
全
燈
社
会

で
あ
つ
て
も
人
民
は
異
な
る
政
府
に
支
配
せ
ら
れ
る
。
政
治

組
織

虹
政
府

は
全
髄
就
曾
若
く
は
國
家
の
統
制
機
能
と
考

へ
ら
れ
る
。
故
に
國
家
の
概
念
の
方
が
よ
り
廣
汎
で
あ
る
。
國
家
は
他
の

共
同
社
會

(教
會

・
ギ
ル
ド
・親
族
團
罷
・
會
就
等
)
ご
異
な
る
。
他
の
共
同
社
會

は
國
家
と

同
様

に
社
會
統

制
の
機
能
を
有
す
る
が
、

そ
の
行

ふ
権
能
の
範
國
、
大
さ
に
差
異
が
横

つ
て
ゐ
る
。
即
ち
國
家
の
任
務
叉
は
職
能
は
①
他
國
と
の
関
係

に
於
て
國
家
と
し
て
組

織
せ
ら
れ
た
る
社
會
を
代
表
し
て
戦
争

を
行
ひ
平
和
を
維
持
す
る
こ
と
②
國
家
の
領
域
内
に
於
け
る
個
人
間
共
同
社
會
間
の
相
殺
的

争
闘
を
防
止
す
る
こ
と
に
存
す
る
。
故

に
國
家
は
他
の
共
同
社
會
に
上
位
し
、
國
際
的
危
機
及
び
戦
争
の
時

に
當

つ
て
は
最
高
の
権

威
を
あ
ら
は
す
が
平
時
に
於
て
は
少
し

・
か
あ
ら
は
さ
な
い
。
こ

・
に
最
高
即
ち
主
権
と
云

つ
た
の
は
そ
の
任
務
に
關
す
る
限
り
で

あ
る
。
國
家
に
於
け
る
法
の
基
礎
的
部
分
は
社
會
的
に
傳
は
れ
る

一
般

の
書
か
れ
ざ
る
習
慣
法
で
あ
つ
て
、
立
法
及
び
法
解
釈

は
此

の
鋏
鮎
を
補
足
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。

一
般

に

「
法
及
び
秩
序
」
維
持
以
外
の
社
會
統
制
は
政
治
統
制
で
は
な
く
、
か

、

る
非
政
治
的
統
制
は
國
家
以
外
の
共
同
社
会

の
手
に
よ
り
て
完
全

に
行
は
れ
う
る
。
而
し
て

「
政
治
は
、
本
質
的
に
個
人
及
び
共
同

社
會
の
紛
争
を
調
停
し
て
法
の
下
に
内
地
の

一
般
的
平
和
を
維
持
し
且
野
外
事
件
に
つ
き
攻
防
す
る
事
に
關
す
」

β
=

頁
)
。

(
二
)
征
服
説
批
判

A
、
征
服
説
は
歴
史
的
に
正
確
な
り
や
1

征
服
説
に
よ
り
て
國
家
の
究
極
的
起
源
が
説
明
さ
れ
得
る
た
め
に
は
.
①
未
だ
政
治



組
繊
も
社
會
階
級
も
有
し
な
い
集
團
が
同
じ
様
な
集
團
を
征
服
し
た
こ
と
②
更
に
、
征
服
者
被
征
服
者
は
そ
の
征
服
被
征
服
以
前
に

國
家
組
織
を
有
す
る
近
隣
住
民

と
接
触
す
る
機
會
を
有
せ
ざ
り
し
こ
と
の
歴
史
的
謹
明
が
必
須
的
に
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に

實
際
に
於
て
征
服
被
征
服
の
例
は
数
限
り
な
く
存
在
す
る
が
、
箇
様
な
二
つ
の
事
實
を
謹
明
し
得
る
例
謹
は

一
つ
も
見
出
す
こ
と
が

出
來
な
い
。

「
而
し
て
例
示
さ
れ
た
る
総
て
の
場
合

を
通
じ
て
、
そ
の
集
團
の
歴
史

は
不
明
瞭
で
あ
り
、
征
服
者
は
征
服
以
前
に
既

に
國
家
及
び
社
會
階
級
を
有
せ
ざ
り
し
,こ
の
相
當
な
る
推
定
根
線
さ

へ
も
存
し
な
い
の
で
あ
る
」

(五
六
頁
)
。

B
、
理
論
的
に
見

て
果
し
て
可
能
性

が
存
す
る
か
ー

こ
の
理
論
に
ょ
れ
ば
.
職
勝
集
團
は
國
家
の
嚢
達
以
前
に
は
常
に
戦
敗
者

を
根
縄
し
て
ゐ
た
が
、
其
後
突
然
に
戦
敗
者
を
集
團
と
し
て
生
存
せ
し
め
、
征
服
者
は
自
身
の
政
府
を
組
織
し
被
征
服
者
を
経
済

的

に
搾
取
す
る
観
念
に
到
達
し
た
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
併
し
、
歴
史
的
に
考
察
し
た
る
社
會
過
程
の
知
識
よ
り
す
れ
ば
、
か

・
る
完
成

せ
る
政
治
的
観
念
型
態
の
自
然
襲
崖
が
繰
返
し
て
起
り
得
た
と
は
信
ぜ
ら
れ
な
い
。
し
か
も

「
既
に
最
初
の
征
服
者
間
に
國
家

。
政

府
は
獲
達
し
て
ゐ
た
に
ち
が
ひ
な
い
」

(五
八
頁
)
。

C
、
此
の
理
論
の
前
提
と
な
れ
る
社
曾
的
火
成
論

の
吟
味
i

此
の
理
論
の
本
原
的
形
式
は
、
人
類
社
會
生
活

に
於
け
る

「戦
争

状
態
」
の
先
行
即
ち

}
般
的
社
會

火
成
論
を
假
定
し
て
ゐ
る
。
即
ち
政
治
社
曾
に
於
け
る
人
は
相
異
な
る
特
殊
起
源
の
諸
種
族
融
合

の
所
産
と
な
し

(多
元
的
起
源
)、
此
の
種
族
の
相
異
が
集
團
間
の
反
目
を
作
り
出
す
第

↓
因
素
な
り
と
想
像

し
て
ゐ
る
。
し
か
し
、

マ
ツ
ク
・
レ
オ
ド
「政
治
の
起
源
及
び
歴
史
」

(第
三
巻
第
一
號
)

(二
五
三
)

五



マ
ッ
ク
・
レ
オ
ド
『政
治
の
起
源
及
び
歴
史
』

(第
三
巻
第
一
號
)

(二
五
四
)

六

多
元
的
起
源
は
戦
争
の
状
態

・
征
服
的
起
源
の
概
念
を
必
須
的
な
も
の
た
ら
し
め
ぬ
。
原
始
的
戦
争
の
考
察

よ
り
す
れ
ば

「
グ

ム
プ

ロ
ヴ
イ
ッ
ツ
の
指
定
が
假
定
せ
る
如
く
、
暴
力
の
史
的
讃
様
が
原
始
社
會

に
於
て
明
か
に

一
般
的

・
優
勢
且
創
設
的
な
り
し
と
の
主

張

に
は
譲
歩
し
得
な
い
」

(六
「二
頁
)
。
た
f

「
組
織
さ
れ
た
る
戦
争
は
少
く
と
も
集
團
中

に
於
て
組
織
さ
れ
た
る
政
府
艦
系
即
ち
國

家
の
作
出
に
或
る
役
割
を
演
じ
た
こ
と

を
認
め
る
」

(六
四
頁
)
こ
と
が
出
來
る
の
み
で
あ
る
。

(
三
)
世
襲
的
首
長
制
獲
展
の

一
機
能
と
し
て
の
國
家
及
び
社
會
階
級
の
起
源

先
づ
最
初
に
優
勢
な
る
個
人

が
あ
ら
は
れ
て
指
揮
者
の
職
務
を
創
設

す
る
。

こ
の
職
務
は

一
家
族
中
に
独
占

さ
れ
る
傾
向
を
も

ち
、
此
の
傾
向
は
財
産
其
他
の
諸
特
権
世
襲
の
同
時
代
的
饗
達
に
促
進
さ
れ
る
。
か
く
て
制
度
化
さ
れ
永
績
化
さ
れ
た
職
務
の
概
念

が
発
生
し
、
こ
れ
が
始
原
的
集
團
よ
り
他
集
團

へ
模
倣
に
よ
り
て
普
及
す
る
。
纂
奪
に
よ
る
指
揮
者
の
相

つ
ぐ
変
更

は
首
長
制
度
の

此
の
発
展

を
止
め
は
し
な
い
。
入
類
集
團
が
そ
の
曙
期
よ
り
必
要
と
し
た
指
揮
は
、
文
化
の
獲
展
に
俘
ひ
指
揮
の
儀
式

・
形
式
的
裁

判

・
軍
略
指
揮
と
な
つ
た
。
種
々
な
事
変

に
際
し
て
は
屡
々
支
配
家
族
の
興
亡
が
あ
り
、
間
も
な
く
新
支
配

家
族
に
対
す

る
親
等
に

基
づ
き
全
集
團
の
血
統
的
複
合
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
虹
統
的
複
合
は
相
対
的

社
會
安
定
の
長
期
間
に
於
て
褒
達
す
る
。
し
か
し
精
巧

に
紡
が
れ
た
る
母
系
叉
は
父
系
の
血
族
組
織
の
獲
展
に
俘
ひ
て
、
首
長
の
從
者
に
対
す
る
遠
き
親
族
関
係

の
連
鎖

は
取
除
か
れ
る
。

か
く
て
、
廣
範
囲

に
わ
た
る
平
和
的
社
會
統
制
の

一
形
式
た
る
老
人
政
治
の
褒
達
は
、
社
曾
安
定
の
長
期
間
中
に
な
さ
れ
た
も
の
で



あ
り
、
急
迫
せ
る
時
期
、
又
は
長
期
の
安
定
期
を
経
験
せ
ざ
る
住
民
間
に
於
て
は
見
ら
れ
な
い
。

「
今
や
我
々
が
此
慮
に
主
と
し
て
討
究
し
つ
、
あ
る
世
襲
的
首
長
制
・こ
同
時
に
諸
制
度
が
與

へ
ら
れ
、
國
家
及
び
社
會
階
暦
叉
は

社
曾
階
級
が
共
に
與

へ
ら
れ
た
。
君
主
又
は
最
高
長
官

・
裁
刺
官
及
び
立
法
者
に
よ
り
集
團
の
政
府
が
出
現
し
た
。
首
長
の
家
系
を

最
上
の
血
統
叉
は
政
府
の
最
上
特
権

を
有
す
る
家
族
、こ
し
て
区
別

す
る
こ
と
は
、

一
つ
の
全
罷
と
し
て
の
集
團
よ
り
分
化
す
る
そ
の

事
實
に
よ
り
て
集
團

の
淺
部
を
庶
民
と
な
し
た
!
貴
族
の
身
分
は
、
王
家

に
対
し
て
住
民

の
大
部
分
よ
り
も
系
譜
的
に
よ
り
近
い
關

係
を
有
す
る
諸
家
系
が
、
血
縁

の
故
に
彼
等
の
特
殊
な
る
社
會
的
差
別
及
び
特
権
が
家
系

に
從
ひ
て
明
白
に
さ
れ
た
る
時
に
分
離
し

て
現
は
れ
る
。

「
プ
ル
ヂ

ヨ
ア
」
階
級
又
は
中
流
階
級

は
、
庶
民
家
族
は
如
何

に
富
裕
で
あ
ら
う
と
も
貴
族

と
通
婚
す
る
こ
と
若
く

は
富
の
獲
得

,・、同
速
度

に
名
門

た
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た
る

一
時
期
に
,

庶
民
家
族
に
よ
の
富
が
獲
得
せ
ら
れ
た
る
時
に
現

は
れ

る
。
動
産
奴
隷
で
は
な
く
員
債
奴
隷
よ
り
な
の
し
奴
隷
階
級
は
、
庶
民
の
最
下
暦
が
債
務
排
濟
不
能
の
た
め
彼
等
の
経
済
的
自
由
の

譲
渡
を
鯨
儀
な
く
せ
ら
れ
た
る
時
に
現
は
れ
る
。
動
産
奴
隷
の
分
離
は

一
系
譜
中
に
於
け
る
此
の
自
由
人
の
分
離
過
程
と
は
関
係

を

有
せ
ぬ
。
動
産
奴
隷
は
系
譜
的
ビ
ラ
ミ
ッ
ト
に
附
加
さ
れ
た
」

(
一
〇
叫
ー
一
〇
二
頁
)
。

(
四
)
段
階
説
批
判

A
、
國
家
及
び
國
家
形
態
の
発
生
的
分
類
の
展
開
は
、

一
般
に
行
は
れ
て
ゐ
る
文
化
史
の

一
定
の
概
念
化

(文
化
的
発
展

の

「
段

マ
ッ
ク
・
レ
オ
ド
「政
治
の
起
源
及
び
歴
史
」

(第
三
巻
第

一號
)

(
二
五
五
)

七



マ
ッ
ク
.
レ
オ
ド
「政
治
の
起
源
及
び
歴
史
」

(第
三
巻
第
一
號
)

(
二
五
六
)

八

・

階

」
)
に
よ
り
て
行

は
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。

「段
階
」
の
概
念
は
単
に
與

へ
ら
れ
た
技
術
又
は
制
度
の
進
化
に
於
け
る
樋
劃
に

過
ぎ
ぬ
も
の
で
は
な
く
,
集
團
が
通
過
す
る
若
し
く
は
通
過
せ
ざ
る
を
得
な
い
文
化
史
の

}般
的
段
階
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
此
の
概

念
は

一
定
段
階

に
於
て
結
合
せ
る
文
化
諸
要
素
間
の
根
本
的
決
定
論
を
暇
定
し
て
ゐ
る
。
モ
ル
ガ
ン
は
そ
の
代
表
者
で
あ
る
。
我
々

の
歴
史
的
研
究
よ
り
す
れ
ば
、
制
度
の
相
閥
は
大
部
分
歴
史
的
曙
合
叉
は
偶
然
た
る
こ
と
は
明
で
あ
る
。
諸
制
度
の
類
型
は
少
数
人

民
の
み
が
創
始
者
で
あ
り
,
そ
れ
は

一
集
團
よ
り
他
集
團

へ
模
倣

に
よ
り
て
傳
播
し
て
行
く
傾
向
を
有
す
。
段
階
論
者
は
、
制
度
群

の
模
倣
及
び
集
團
的
借
用
の
役
割
を
無
視

し
た
黙
に
誤
謬
を
お
か
し
て
ゐ
る
。

B
、
モ
ル
ガ
ン
批
判

①
初
期
の
土
地
私
有
財
産
の
問
題
ー
i
彼
等
は

「政
治
及
び

}
般
文
化
発
展

の
新
し
き
段
階
に
於
て
の
み
土
地
私
有
財
産
制
度
は

出
現
す
る
」

と
假
定
し
て
ゐ
る
が
、
古
く
か
ら
此
の
制
度
が
存
在
し
て
ゐ
た
例
謹
か
澤
山
あ
る
。
故
に
彼
等

の
誤
謬
は
、
土
坤
私
有

の
発
生

を
後
期
,こ
な
す
こ
と
、
そ
の
政
治

へ
の
影
響
を
過
大
覗
し
た
こ
と
に
存
す
。

②
初
期
の
奴
隷
の
問
題
ー

奴
隷
の
護
生
は
社
會
階
暦

(階
級
)
よ
り
後
の
発
展

に
於
て
f
あ
る
。
從

つ
て
、
奴
隷
制
度
は
國
家

及
び
社
曾
階
級
が
既
に
高
度
に
発
展

し
て
遙
か
に
後
年
に
於
て
の
み
政
治
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
に
ち
が
ひ
な

い
。

③
外
婚
氏
族
の
問
題
ー
ー

モ
ル
ガ

ン
は
,
外
婚
氏
族
は
原
始
耽
會
組
織

に
の
み
独
特

な
も

の
で
あ
り
,
私

有
財
産

・
社
會
階
暦
の



発
展

に
よ
り
て
影
を
ひ
そ
め
る
と
主
張
す
る
が
,
幾
多
の
反
謹
が
あ
る
。

㈲
母
系
及
び
父
系
相
続

の
問
題
ー

母
系
相
続

又
は

「
母
権
」
制
度
は
原
始
社
會
独
特

な
も
の
で
あ
り
私
有
財
産
及
び
社
會
階
級

の
獲
展
に
件
ひ
て
姿
を
清
す
ミ
の
彼
の
主
張
は
、
こ
の
制
度

は
原
始
社
會

以
外
に
も
多
く
存
す
る
例
謹

に
よ
り
く

つ
が

へ
さ
れ
る
。

か
く
塞
げ
來
れ
ば
,
他
の
多
く
の
制
度
に
關
し
て
も
、
有
力
な
る
事
實
を
看
過
し
て
ゐ
る
誤
謬
を
指
摘
し
得
る
で
あ
ら
う
。

(
五
)
経
済

的
決
定
論
批
判

彼
は
此
の
理
論

に
勤
す
る
論
難
の
矢
を
七
つ
の
瓢
よ
の
放
つ
の
で
あ
る
。

ω
社
會

の
変
更

に
は
個
人
の
み
が
有
敷
な
る
原
因
で
あ
る
。
特
定
の
変
更

は
直
接
に
は
磯
明
の
探
用
に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
此
の
凝
明
は
個
人
又
は
数
人
協
力
の
精
神
的
過
程
の
結
果

で
あ
る
。
更

に
、
磯
明
が
社
會
の
変
更

に
事
實
上
影
響
を
及
ぼ
す

た
め
に
は
、
人
的

・
個
人
的
・
精
神
的
採
用
模
倣
の
過
程
を
経
て
集
團
中
の
他
の
個
人
に
採
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

②
制
度
は
直
接
に
祀
會
変
更

の
原
因
と
な
る
の
で
は
な
い
が
、
変
更

の
過
程
に
於
て

「稜
明
者
及
び
褒
明

の
模
倣

の
問
題
を
堤
供

す
る
」
こ
と
に
ょ
り
て
作
用
す
る
。
だ
が
問
題
の
提
出
そ
れ
自
身
は
決
し
て
解
決
方
法
を
與

へ
る
も
の
で
は
な
い
。

③
模
倣
に
よ
る
変
更
過
程
に
於
て
は
、
屡

々

一
集
團
中
に
不
調
和
な
諸
制
度
が
同
時
的
に
並
存
す
る
。
此

の
事
實
を
極
端
な
決
定

論
者
は
屡
々
看
過
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

マ
ツ
ク
・
レ
オ
ド

『政
治
の
起
源
及
び
歴
臭
』

(第
三
霧
第
N
號
)

(
二
五
七
)

九



マ
ッ
ク
・
レ
オ
ド
「政
治
の
起
源
及
び
歴
史
』

(第
三
巻
第
一
號
)

(
二
五
八
)

叫
0

⑥
文
化
史
に
於
て
は
,
経
済

・
家
族

・
宗
教

・
政
治
及
び
他
の
諸
型
は
S
e
l
f
c
o
n
t
a
i
n
e
d

な
磯
展
傾
向
を
有
す
。
即
ち

一
制
度
が

変
形

す
る
場
合
に
、
集
團
中
に
於
て
は
他
部
門
の
型
を
模
倣
す
る
よ
り
も
同
部
門
の
愛
型
と
し
て
慶
更
し
綾

け
、
又
他
集
團
に
型
を

求
め
る
場
合
に
も
そ
れ
,こ
同
部
門
の
型

を
模
倣
す
る
傾
向
を
有
す
る
。

⑤
諸
制
度
の
適
応

的
変
更

は
常
に

一
制
度
の
変
更

さ
れ
た
る
型
の
模
倣
な
り
と
は
云

へ
な
い
。
即
ち
外
見
上
他
の
制
度
に
俘
つ
て

変
更

し
て
ゐ
る
様

に
見
え
て
も
事
實
自
身
の
道

に
從

つ
て
変
更

し
て
ゐ
る
。

⑥
経
済
的
領
域

に
於
け
る
変
更

は
常

に
社
會
変
更

の
先
動
者
な
り
と
は
云

へ
ぬ
。

①
人
の
關
心
は
專
ら
経
済

的
な
り
と
の
前
提
は
誤
謬
で
あ
る
。

か
く
て

「
社
會
過
程
は
統

一
盟
で
あ
の
、
動
き
行
く
人
間
行
動
の
均
衡

で
あ
る
。
此
の
動
き
行
く
人
間
行
動
の
均
衡

に
於
て
経
済

的
諸
動
因
は
意
味

を
有
す
る
が
、
彼
等
は
主
た
る
若
し
く
は
最
重
要
な
も
の
で
は
な
い
」

(
一五
九
頁
)
の
で
あ
る
。

三

全
春
を
通
讃
し
た
人
は
,
豊
富
な
る
人
類
學
的
資
料
の
編
使
、
そ
れ
に
基
づ
く
征
服
説

・
段
階
説

・
経
済
的
決
定
論
の
批
制
、
國

家
及
び
階
級

の
起
源
を
首
長
制
の
套
展
よ
り
説
明
し
た
貼
、
政
治
類
型
の
使
用
に
よ
る
世
界
的
規
模
の
政
治

史
構
成
,
古
代
政
治
観

念
型
態
の
ス
メ
リ
ヤ
起
源
の
推
定

(
未
展
開
で
は
あ
る
が
)
等
の
諸
瓢
に
其
の
特
色
を
見
出
す
で
あ
ら
う
。
此
等
の
諸
鮎
に
關
す
る



再
批
判
が
此
庵
に
展
開
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
短
い
此
の
紹
介
に
於
て
は
省
略
を
鯨
儀
な
く
さ
れ
て
ゐ
る
。

醜

つ
て
思
ふ
に
十
九
世
紀
末
葉
の
輝
け
る
人
類
學
者
モ
ル
ガ

ン
を
産
ん
だ
ア
メ
リ
カ
は
、
今
又
半
世
紀
の
後
に
ゴ
ー
ル
デ

ン
ワ
イ

ザ
ー
、

ロ
ー
ウ
ヰ
ー
、

マ
。
ク
レ
オ
ド
等
人
類
學
者
の

一
群
を
其
の
批
制
者
と
し
て
學
界
に
途
り
出
し
た
。

そ
の
中
に
於
て

マ
ッ
ク
レ

オ
ド
は
最
高
峰
に
立

つ
も

の
で
あ
る
。

か
く
て

マ
。
ク
レ
オ
ド
を
よ
く
批
制
す
る
も

の
こ
そ
、
當
來
の
政
治
史

・
政
治
學
に

一
つ
の

輝
し
き
光
を
投
ず
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
一
九
三
二

・
一
〇
)

マ
ツ
ク

・
レ
オ
ド

『
政
治

の
起
源
及
び
歴
史
」

(
第
三
巻
第

輔
號
)

(
二
五
九
)

二


